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1書 写用紙

1.用 紙の移 り変 り

太古の人類がラスコーの洞窟内に壁画を描いた時から一万数千年 を経て,粘 土板 に記 された文

字が登場する。バ ビロニアのウルク神殿に残 されたシュメール語の懊形文字がそれで,解 読 され

ている最古の文字である。 この粘土書字板は,メ ソポタミアか らパ レスチナに至るまで広 く行 わ

れ,エ ジプ トにパ ピルスが登場するまでの代表的記録用具であった。

パピルスはナイルの湿地帯 に群生 していた丈3～6メ ー トルにも達するカヤッリグサ科の多年

草 を原料 としている。その茎 は三角形 をしてお り,そ れを約4セ ンチの長 さに切 り髄をのば して

作る。軽 く,薄 いパピルス紙 はその原料共々,古 代エジプ ト語での名稻"フ ァラオの もの"が 示

す通 り,国 王の専有物であった。特定の工房で生産管理 される重要な輸出品で,そ の最高級品は

その生産地の名を冠 して 「ア レクサン ドリアの紙」 と呼ばれていた。ローマ時代最高の 自然科学

者の一人であるプリニウス(1世 紀)の 『博物誌』第13巻 にもパ ピルスの製法 は紹介 されてい

る※1。

パ ピルスは,紀 元前7世 紀 中頃 にはフェニキア人の手 を経てエジプ トからギリシャに入 って来

る。ギリシャ人はは じめ これを何 と呼 んでよいのか分 らなかったので,単 にビブロス港から来た

品物 と云 うつ もりで 「ビブロス」 と呼んでいた。それが転 じて 「パ ピルス」 となり,"紙"の 語

源 となっている。ギ リシャ人は更 にこの語 をパ ピルスで作 った書籍そのものに当てはめたので,

「ビブロス」は書物の意味 にも用 いられ,後 には書物の中の書物である聖書 にこの語 を奉ること

となる。す なわち 「バイブル」の語源で もあるわけである。

パ ピルスの使用はローマ人にも継承 され,費 用の上ではずっと安上 りでローマ入に愛用 された

蝋引 きの書字板 と並 んでパ ピルスはローマ帝国の全域に行 きわた り,紀 元4世 紀 まで代表的筆記

用具 としての地位 を確保す ることとなる。

湿気に弱 く,も ろい材質であるパピルスの欠点を補 う筆記用紙が前200年 頃から登場す る。一

般 に 「羊皮紙」 と呼ばれているものがそれである※2。

プリニウスの 『博物誌』以来の通説に従 うと,羊 皮紙の発達 には古代 における図書館建設の競

争がその大 きな要因 となっていると云 う。前3世 紀半ば,プ トレメウス王が蔵書数50～80万 と云

われる,博 物館や研究所 をかねたアレクサ ンドリア図書館 を作 った。その後継者の一・人であるプ

トレメウス ・エピファネス(前205--183)と 当時の小 アジアの文化の中心地であるペルガモのエ

ウメネス2世(前197～157)と の間に猛烈な図書館整備競争が生 じるに至 った。ペルガモ側が 自

国の宮廷図書館 ギリシャの歴史家プル タルクによると蔵書数約20万 の館長に当時アレク

サ ンドリア図書館の司書主任 をしていた名高い書誌学者 アリス トファネス(前257--180)を 迎 え

ようとした ことか ら両者の関係がこじれ,エ ジプ ト側はペルガモへのパ ピルス禁輸処置 を断行 し

た。そのため,必 要に迫 られたペルガモ側 は,既 に従来 より使用 されていた獣皮で出来た用紙 に

改良 を加 え,羊 皮紙 として量産 した。従 って羊皮紙の名稽 「パーチメン ト」 もペルガモに由来す

るわけである。パ ピルスがエジプ トの独 占下にあるために生 じる供給の不都合 を解消する手段 と

して採用 されたのが,こ の地方 ならどこにで もいる動物 に原料 を求める新 しい用紙の開発であっ

た。

※1パ ピ ル ス は 現 在 も作 ら れ て い る 。Ex:Dr.RagabPapyrusMuseum,Egypt。

※2parchment(英),parchemin(仏),Pergament(独).
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羊皮紙 は普通,羊 の皮 を石灰水 に漬 けた後 に,外 皮の毛 と内側の肉をそぎ落 し,滑 らかにす る

ために石灰 と軽石で磨 きをかけ,胡 粉 を塗って艶を出す工程 を経 て作 られる。最終工程では非常

に薄 く仕上げられているので,ま さに羊皮紙の名にふさわしい用紙 となる。羊皮紙は強靱で耐久

性 に富み,イ ンクの吸収 もよく,一 旦書いたらその ままでは容易に消 えないし,虫 もつ きに くい

ので,永 久保存 にも適 し,破 損度の高いパ ピルスに比べ るとはるかに優れた書写用紙であった。

唯一つの難点は経費がかか り,か な り高 くつ くことである。

歴史の父ヘロ ドトス(前484～430)は イオニア人が本の ことを獣皮 と名づけていると指摘 し,

それはパピルスの欠乏 に際 して羊や山羊 の皮に書いたか らだと注記 している。前1世 紀の歴史家

デ ィオ ドロス も古代ペルシア人は"皮 紙"に その年代記 を書 き留めていると述べている。mマ

人は主 としてパ ピルスを愛用 していたが,貴 重 な作品は羊皮紙 に筆写 させていた。キケロは数多

い羊皮紙本の所有者であったし,マ ルシアリス 『調刺詩』(前1世 紀)に は羊皮紙本についての

記述が多い。

紙は通説では,後 漢の和帝に仕 えた宙官の察倫が樹皮,麻 糸,ぼ ろきれなどを原料 として作 り

出 した とされている。紙は紀元ユ05年に中国を出発 して以来,百 年 を経ず して敦燵,楼 蘭に伝わ

っている。(ち なみにシュタインが1907年 に敦煙で発見 した紙は137～152年 頃の ものであるし,

楼蘭ではヘディンが265年 に作 られた紙 を見つけている。)※1

8世 紀中頃,中 央アジアのサマルカン ドでの中国人とサラセン人の交戦が,結 果的にはアラブ

世界に紙 を伝えることとなり,各 地にまたた くまに製紙工場が出現 した。9世 紀初頭 に創設 され

たダマスカス製紙工場は以後何世紀にもわたって ヨーロッパで珍重 されたダマスカス紙 を供給 し

っづけた。

ヨーロッパに始めて製紙工場が誕生 したのは12世 紀頃のことで,8世 紀以来 アラブ世界 となっ

ていたスペインのバ レンシア地方 においてである。13世 紀の後半 にはイタリア中東部マルケ山地

のファブリアーノにヨーロッパで2番 目の製紙工場がその活動 を開始 している。 フランスにおい

て も紙の使用は13世 紀始めか ら徐 々に普及 してい くが,製 紙工場の登場 は14世紀の中頃に至って
オ　ヴエルニユ

か らの ことで,ト ロワやエ ソ ンヌ に作 られ た工場 が もっと も古 い もの とされ てい る。 中央山岳地

帯 の ア ンベ ール郊 外 リシ ァー ルー ドーバ には15世 紀 以来 の技法 を守 りつづ けて今 日 も手 漉 きの紙

を作 りつづ けてい るペ ロ ドー氏 の水 車が廻 ってい る※2。 紙 は羊皮 紙 と較べ る とず っ と廉i価で,

大体5,6分 の1の 価格 であ った。

2.羊 皮紙の役割

パピルスは羊皮紙の普及後 もなお使用 されていた とは云え,フ ランスでは8世 紀の終 り頃

まで 「中世」 と呼ばれている世界の記憶が書 き留められる事 になるのは羊皮紙の上である。

そ してフランスにおける羊皮紙の使用は少なくとも15世紀後半に活版 印刷術が導入され,紙 の大

量生産 と流通が確保 されるまで続 く。だか らフランス語に関 しては,筆 写の時代はすなわち羊皮

紙の時代であ り,期 せず してその両者の時期 はほぼ一致 しているのである。
メディア

「中世」の英知を今 日に伝 えている代表的媒体 は,い かなる内容 の ものであるにせ よ,人 間の

手で筆写 された本,つ ま り写本である。そ してほとんどの中世写本は羊皮紙に書写されているの

である。最 も普及 した書写用紙 として羊皮紙が採用 されたことが,必 然的に新 しい書写技術の開

※1AurelSTEIN(1862-1943)イ ギ リ ス の 考 古 学 者;SvenHEDIN(1865-1957)ス ウ ェ ー デ ン の 地 理 学

者 。

X2cf;MariusPERAUDEAU,RicharddeBas,lespapetiersetleursmoulins,1985.
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発や筆写要領の改良をもたらし,更 に彩色 をほどこした飾 り文字や絵,「 細密画」 と云った新 し

い技術の導入をうながす こととなったのである。

3.巻 子か ら冊子へ

新 しい書写用紙 としての羊皮紙 の採用 は将来の書籍の形態 をも方向づ けることになる。羊皮紙

を集めて出来た冊子は,そ の後 に登場す る素材,紙 の出現や印刷術や版画などの新 しい技術の開

発以降もその形態を変化 させることな く今 日の本に至っている。

長文のテキス トを写 している数多 くの部分 をまとめて一連のつなが りのあるものに仕立てるに

は,古 来さまざまな努力が払われて来た。形態的に見た場合,つ なぎ合 わせるか,積 み重ねるか

の二つが代表的選択 となる。古代 の粘土板 の場合 も,一 ・枚目の最後にはそれに続 く次の粘土板 を

示す符号がつけられて全体 としての統一 を示 していた。

パ ピルスの場合 には各紙片の端 を糊づけ してつな ぐと巻物が出来上る。(テ キス トの書かれて

いる流れが巻 く方向 と直角になる場合 と平行 になる場合 とがある。)※1

羊皮紙は弾力性に富み,折 り曲げてみても,も ろいパ ピルス とは違 って形が崩れないため,冊

子 と云う新 しい形態の出現を促進 させることになる。

パ ピルスであっても冊子 として綴 じられているものが数多い中には当然存在するし,羊 皮紙 を

つなぎ合わせた巻物 ももちろん残っている。その最長例 は15世 紀の絵入 り世界史で11メ ー トル(巾

50セ ンチ)も ある。

西暦の始 まりと同時 ぐらいに誕生 したこの冊子 と云 う形態 は将来の本の姿 を決定づけることに

なるのであるが,冊 子は当初は副次的な用途にのみ用いられ,4世 紀 までは文学作品専用であった。

しか し5世 紀 に入ると冊子は全ゆる種類 の書物に適用 されるに至る。そ してテキス トは1頁 に1

列ない しは2列,切 れ目な く,章 節,段 落 をつけず に書写 された。この固定化 した単調 さをやが

て破 って くれるのが彩色飾 り文字,挿 絵の色彩 と空想に満 ちた図柄 なのである。

巻子か ら冊子への移行の必然性 には経済的理由も挙げられる。つまり,冊 子では一枚の羊皮紙

の表裏にものを筆写出来るために,巻 子の二倍のテキス トを書写することが可能 となる。その上,

小型化の実現 により保管や運搬にも便利である。更 に,冊 子なら優 に数十枚 時には百枚を越

す の羊皮紙を同時に綴 じることも可能 とな り,余 り多 くの紙葉を一度に巻 くと使用の便宜上

の不都合が生 じる巻子 よりずっと扱い易い。何 よりも冊子 にはたやす く頁をめ くれると云う利点

がある。 とばして先を読んだり,後 戻 りをすることも容易なため,必 要 としている個所の摘出も

簡単に出来 る。その目的のための新 しいや り方,聖 書の語句索引などが登場するの もその ような

理由による。つ まり,冊 子 は巻子 よりず っと選択度の高い読書 を提供 して くれることとなったの

である。音読,通 読に適 した巻子 と異な り,冊 子における黙読が新 しい書写法の体系化(語 と語

の間隔,句 読点,大 文字使用等)を も促進させ る。

そ して既 にパ ピルスに も見 られた挿絵(画)が 冊子の頁にその指定席 を見出す ようになる。こ

うして羊皮紙の冊子 と彩色飾 り絵,細 密画の間には切 って も切れない一体不可分な関係が生 まれ

るのである。

冊子の登場 によって巻子は姿 を消 したわけでは毛頭 ない。中世全期 を通 じて巻子は使用 されて

いたし,又 その用途は系図,目 録,年 代記等の,つ ま り全ゆる種類の一覧表 に適 していた。

1文 字 と書体

1.ア ル フ ァベ ッ トの成立

※1前 者 はvolumen,後 者 はrotuliで あ る 。
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はるか前3000年 以前 にか さのぼる,粘 土板上のシュメール懊形文字やパ ピルスに画かれたエジ

プ ト象形文字がようや く終わ りに近づ くと,前1400年 頃には原始アル ファベ ッ トが登場する。

(ウガリット文字)。 まもなく前1000年 前後には母音な しのフェニキアのアルファベ ッ トが生れる

し,次 にギ リシャ人が母音を示すのにフェニキア文字 を利用 してか らはアルファベ ッ トは新 しい

体系 として再生することとなる。ラテン語一一その文字 はローマ字 として知 られている はエ

トルリア語 を通 じて初期のギリシャ文字 を採用 している。か くしてローマ字は更に全ての西 ヨー

ロッパ語 に引 き継がれてい く。

中世のアルファベ ットも現代のそれと大 して変 わ りはしない。iの 大文字をJで 示 した り,v

は時 として母音u,時 として子音であったり,子 音字k,wが ほ とんど用い られなかった りする

程度の違い しかない。

2.書 体の変遷

書体の歴史は,い わゆる大文字 だけが専 ら用いられていた8世 紀までと,

が登場す るそれ以降の二つの時期 に大別することが出来 る。

それに加えて小文字

字
5

S

小

12
ゴ

、

ン

文

ツ

13 ク

体

字 14

クワドラタ体(正 書体)

現代 印刷の大文字に用いられている角ばった文字,石 彫文字。

クワドラタ体崩 し(→4世 紀)

題字や頭文字用

ルスティカ体(→5世 紀)

線が流れを帯び一見粗略である。

アンシァル体(→8世 紀)

走書体 を取 り入れ,丸 味 をもつやわらかな曲線が特長である。

半アンシァル体(→8世 紀)

アンシァル体 より小型で鮮明 さを欠 く。文字間の連結が生 じ,小 文字

の誕生を予告 している。

カロリング体(→12世 紀)

丸味 を帯び均整が とれ,一 字一字独立 した小文字。文字の輪郭は半 ア

ンシァル体 に倣 う。

ロマネスク体(カ ロリング体 よりゴシック体への過渡期 の書体)

テクステユラ体(→13世 紀)

公式書体,屈 曲線増え,文 字角ば り背高 く詰ま り気味 となる。

ロテユンダ体(→13世 紀)

"大全書体"と 呼ばれ学術書 に多 く用い られる
。丸味 を帯びて各文字

が独立する。

キュルシヴ体(ゴ シック折衷体)

各国語による証書,書 簡等に用いられる。カーヴ線の飾 りつき,文 字

と文字の問つながる。

ユマニス ト体

読みずらいゴシック体への対処 としてカロリング体を模倣す る。
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3世 紀～8世 紀 にわたって支配的役割 りを果た して来た文字 は,儀 式用大文字 と早 く書けて読

み易い走書体 の混成から生れたアンシァル体 である。"ア ンシァル"と は 「親指」 を意味するこ

とばであ り,こ の書体の丸味 を帯びたやわ らかな曲線のずん ぐりした感 じから名付けられた名稽

であろう。6世 紀には従来の葦ペ ンから羽ペ ンへの移行が見 られ,こ の傾向は更に顕著なもの と

なってい く。

5世 紀に入 ると,西 ローマ帝国の滅亡 とゲルマ ン族の侵入のために,そ れまで活躍 していた市

井の職業写字生はほぼ姿を消 してしまい,12世 紀 まで続 く修道院の時代が始まる。書写作業が修
スクリプ トリウム

道院の中の工房,写 経 室 に引 きこもるとそこでは半アンシァル体 と呼ばれる書体が発達 してい

く。これはアンシァル体 より小型で鮮明 さを欠 く変体で,文 字 と文字 との間につなが りが生 じる。

西 ヨーロ ッパに侵入 して来た文字をもたないゲルマ ン達 は早書 きの出来る小型の文字 を自分達

の ものとした。例 えば,フ ランスではメロヴィンガ体 と呼ばれる崩 し字体が用い られている。

中世初期 を通 じて,筆 写 される文字 と文字,語 と語の間には段落がなかった。その上,句 読点

の使用は極めて稀であった し,大 文字が好 き勝手に用いられた りもした。従 って書かれたテキス

トを判読するのはた易いことではなく,よ く考 えながら意味 を取る必要があった。そのためには

大声 を上げて読み下すのが普通であった。(一般的に中世では,「読む」 と云 うことは音読 を意味

し,黙 読 は通常行われなかった。)

いろいろな種類 に増 えて来た書体群 を整理,統 一 して,誰 にでも理解出来る共通書体 を創造す

るための努力 を傾けたのが シャルルマーニュ(カ ール大帝)で ある。そ してその成果 として生 ま

れたのがカロリング書体である。キリス ト教文化の担い手 としての自覚 に基づ き,シ ャルルマー

ニュは後にカロリング ・ルネサ ンス と呼ばれる一連の文化事業 を推進 し,そ の一環 としてアーヘ

ンをは じめ とする各地に無数の書写活動の拠点 を建設 した。(大帝 自身はラテン語 も話せ,ギ リ

シャ語 も理解できたが文字を書 くことは出来なかった。)※!

明晰,迅 速,経 済性 を追求 して作 られた このカロリング体 は全西欧であまね く使用 された し,

後代 に生れた書体 は全てこれを手本にした ものである。現在我 々が 目にする活字体の小文字もカ

ロリング体 の末孫である。

12世紀～13世 紀になると書写の体系 に又新 しい変化が見 られるようになる。この頃になると記

述はラテ ン語 と併行 して各国語の口語 によるものが多 く見 られるようになる。 フランス王国にお

いては,目 覚 しい人口増加 と知識への渇望が司教座学校 と大学の創設を招 き,書 物の需要は供給

をはるかに しのいでいた。長い間修道院の中で聖職者の手で守 り伝 えられて来た書写の作業はこ

の頃には再び民間で も盛んに行われるようになっていたが,制 作 される書物の大半を占めるのは

やはり宗教書 とその注釈書であった。

大学の教科書は大むね大判にゴシック体 で書かれ,か な りの分量の本文に目次,序 文,要 略等

を牧めている。頁の構成 にも特色が見 られ,題 字,見 出 し語 を朱で入れ,大 きさと色の異なる大

文字 を配 し,本 文 と注釈 に関す る注意書 きを添 えている。

14世紀,百 年戦争の開始 とほぼ同時 に民間人を対象 とした時祷書の制作が盛んになる。王侯貴

族につづ く富裕 な町人の支援二の下にますます愛書家の数は増 えてい く。
インクナプラ

15世 紀,印 刷術の発明は書籍の飛躍的発展 を可能 にする。初期の印行本 は意識 して写本の作 り

方 を模倣 しているものの,や がて印刷術は羊皮紙 と写字生の中世 をルネサンスの潮流の中に消 し
ユ マ ニ ス ト

去って しまう。読みず らいゴシック体 に対抗 して14世 紀末に初期の人文主義者のてこ入れでフィ

※lCarolusMagnus(羅),Charlemagne(仏),KarlderGroBe(独).
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レンッェに生れたユマニス ト体はカロリング体 を忠実に模倣 して作 られている。人文主義者達が

カロリング体は古代 の書体そのものであると思い込んでいたためである。この書体 は印刷技術発

明後はいち早 く印刷文字に採用 されている。

書体 の変遷を眺めて見た場合,非 常に興味深いのは一つの書体 とそれが盛行 した時代の建造物

の姿の類似である。アンシァル体やカロリング体の備 えている丸味 を帯びた,ど っ しりした落ち

つ きと均整は正に丸天井のロマネスク建築の教会を思いお こさせるし,縦 長で尖 り気味のゴシッ

ク体はその時代の大聖堂を しのばせるのである。

111羊 皮紙について

1.羊 皮紙の出来るまで

獣皮 を素材に作 られている紙は一般に羊皮紙 と名づけられているが,実 際には羊,山 羊 を中心

に檀,螺 馬,馬,犬 なども用 いられている。但 し,狐,猪,鹿,ノ ロ鹿等 は脂肪過多のため使え

ない とのことである。

なかんず く,山 地で飼われている,ど ちらか と云 うと,痩 せた羊(40kg内)が 適材 とされてい

る。屠殺から紙にするまでに約40日 を要 し,出 来上 った羊皮紙を最低一年 は天井 にぶ らさげてお

いた後に書写 に用いるので,羊 皮紙一枚(平 均0 .5m2)の 価格 もかな り高いもの となる。

以下,作 業の流れを順 に追いなが ら羊皮紙製造の行程 を略述 してみよう。

(1)水 洗い

屠殺 した羊,山 羊の皮 を流水につけて洗浄する。(約1週 間)

② 生石灰水漬け

生石灰(酸 化カルシウム)の 溶液 に水洗い した皮 をひたす。(2週 間～3週 間)

腐食性に富 む生石灰溶液は組織 を侵食 し,脱 毛 と皮の表面組織,上 皮の剥離を促進する。

毛根 を7し ている真皮(将 来羊皮紙 となる部分)は 石灰水では変化 を示 さない。

(3)表 皮への処置(脱 毛,削 耗)

生石灰液の水槽か ら取 り出した獣皮に先ず表皮(毛 側)か ら処置 を施す。最初が脱毛で,

架台の上 に広げた獣皮 を凹面の庖丁で掻 き落 しながら毛束 を取 り除いてい く。(こ の段階

で毛はゴム手袋 をした素手で こす り落せる位 になっている。)次 にまだ真皮 に密着 してい

るかも知れない表皮をより細か く取 り除 く削耗作業を行 なう。

(4)も う一度水洗いをした上で,更 に新 しい生石灰水に浸す。(約1週 間～2週 間)

(5)肉 側への処理(肉 削 ぎ)

水槽か ら取 り出した皮 を,今 度は裏返 して肉側 を表に掛け処理 を加える。まだ残存 してい

る肉片,神 経,血 管,脂 肪 などの断片 と云 ったものを,丸 く曲線 に刃のついた肉削ぎ庖丁

を使 って掻 き落 としてい く。

この段階で獣皮は白い真皮の層だけになってお り,ブ ヨブヨして縮んだ状態を呈 してい

る。

(6>枠 張 り

丈夫な垂木で作 った枠 を水平に して一 丁度底 に当る場所 には板 を張ってあるので浅い箱

状 となっている そこに皮をつなぎ留め,四 方八方へ と強 く引っ張 る。(枠 には数多 く

の留め具がひもをつけてぶ ら下がっている。)皮 を思い切 りひっぱり広げることによって,

コラーゲン繊維 に変化が生 じ,弾 力性が生 まれる。ちなみに羊皮 は太鼓の皮 として も用い

られている。

(7)乾 燥
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「枠張 り」の状態のまま皮 を乾燥 させ る。夏なら丸一 日,冬 期には数 ヶ日を要する。 ほぼ乾い

たところへ,砥 粉(石 灰土)を 透過性のある肉側の方 に散布する。石灰土は脂肪分 を吸収 し,皮

を漂 白,不 透明化 し,最 後の仕上げをや り易 くする。石灰土 を散布 した後,鍬 の ような形の道具

を用いて皮の表面に粉 を塗 りつける作業を行なう。(30分 ～1時 間)

(8)研 磨

仕上げの作業が研磨である。皮が完全 に乾いてか らその両面 に軽石 を用いて行 なう。一枚の皮

の表裏 を3時 間程かけてこすると,か くして羊皮紙が誕生する。

出来上 った羊皮紙はその大 きさに従って分類 され,最 終的には必要なサイズに戴断され,更 に

折 り畳 まれる。普通は羊皮紙8葉 の束(冊 子)か,そ の半分の4葉 の束(分 冊)の いつれかが羊

皮紙の分量単位 となる。

2.羊 皮紙の各種

既に述べたように,羊 皮紙の名の下に総構 されていて も,そ の素材にはいろいろな動物が用い

られている。中世における羊皮紙生産において用い られている原料 の比率は羊 と山羊がほぼ半分

つつを占めている。
ヘ ラ ム

外見上は普通の羊皮紙 と区別がつ き難いが非常 に高級な羊皮紙 と見なされているものに憤皮紙

がある。用紙 としての品質か らもその稀少性 からも上質紙として"羊 皮紙の王"と 呼ばれている。

檀皮紙は死産 した又は胎内か ら取 り出 した仔羊,子 山羊等の皮で作 られてお り,き め細か くしか

も鍍にならず,叩 けば音が出る程丈夫で,な めらかであってもすべすべ してはお らず,色 は均質
ト 　 ラ

のとれた白色である。憤皮紙は現代で もユ ダヤ人社会ではモーセ律法を書写するのに用い られる

唯一の用紙である。18世 紀以来はベラムと云う語は高級紙全体 を示すのに用いられている。

3.羊 皮紙の特性

出来上った羊皮紙 に字を書いた り,絵 を描いた りする場合,あ ぶら気が完全に除去 されている

必要がある。 きちんと作 られている羊皮紙ではインクや絵の具は浸み込むと云 うより紙面に固定

されているのである。そ して きれいに書 き上 げるためには,羊 皮紙の生 目は一様に均質でなけれ

ばならない。最高級の羊皮紙 はかた くても生 目は細かい。もっとも生目が細かす ぎるとしわくち

ゃになって字が書けなくなって しまう。中世の羊皮紙 はインクや絵の具に触れると心 もち変形す

るが,乾 いた後は元の状態に復元する。

羊皮紙は燃 えに くく,腐 敗 もせず,保 存状態 さえ適正に保てば非常に永持 ちする。その他 にも,

何度 も繰 り返 して使 えると云う利点 をもっている。この点 は中世においても経済的な理由か ら大

変歓迎 されていた。再生する方法 も簡単で,乳 清に浸 してから,字 の書かれている部分 をこす り
パ リンプセス ト

落せば充分である。 このような羊皮紙 は二重写本 と呼 ばれ,今 日では消 された元のテキス トの解

読 も可能 となっている。当然元のテキス トの消 し方が不充分であればあるだけ,そ の解読 は容易

となる。 とは云え,反 面,こ のような再利用のせいで多 くの作 品が後世に伝 わらなかったことも

又事実である※1。

羊皮紙の自然な色合いはそれが どのような動物を原料 にしているかを知る手掛か りとなる。山

羊皮が灰色だとすれば,羊 皮はバ ター色,憤 皮 はクリーム色だ と云えよう。通常,表 皮は肉面に

比 して黄色 く,色 調が濃い。肉面は透過性 にす ぐれているため,よ り色白となるわけである。

例外的に,黄,赤,黒 緋などに染め られている羊皮紙があるが,こ れ等は豪華本のための用

※1キ ケ ロ の"Derepublica"が 今 に 伝 わ っ て い る の もpalimpsesteに よ っ て で あ る 。
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紙で,こ の場合には金ない し銀 を用いて文字を書 くものとされている。

4.羊 皮紙の価格

羊皮紙の価格はかな り高価なものであった。中世の物価 を数字で示すにはいろいろな困難が伴

うが,ご く大 ざっぱに一例 だけ挙げてみよう。

14世紀末のパ リで0.5平 方米の羊皮紙(普 通羊一頭分)は 約12-一一20ドニエであった。今仮 りに

当時の平均的な大 きさである,1葉24×16セ ンチの羊皮紙150枚 か ら成る本 を書写 しようとする

と全部で約6平 方米の羊皮が必要となる。つ まり,10--12頭 分の羊皮が要るわけで,そ の価格は

120-一一240ドニエ(=10--20ス ー)と なる。 この価格は,生 きた牛一頭の値段が約20ス ーであった

当時 として も非常に高価 なものと云えるのである※!。

そう云うわけで,羊 皮紙 を作 った時 に生 じる裁断の断片なども日常用の筆記 に利用 された し,

それ以下の小片 も大切 に取っておいて,羊 皮紙 に亀裂 などが生 じた時 にそれを糊ではったり,縫

いつけた りして繕いに活用 された。羊皮紙の切れはしを長時間煮ると膠が得 られ,い ろいろな用

途に用い られた。

5.「 羊皮紙博物館」

ワイ ンで名高いボル ドーの東方約100キ ロのところにデュラスという小 さい町がある。そこに

フランスで唯一つの 恐 らく世界で も 珍 らしい博物館がある。正式の名稻 は,「羊皮紙並

びに細密画保存 のための博物館」 と云 う,館 長夫妻だけでやっているこの小 さな博物館では,館

長 自ら,羊 皮紙の全生産工程 と細密画(文 字 を含め)の 描 き方の実際を中世 さながらに実演 して

見せて くれる。正に現代に蘇 った中世の羊皮業者の工房 と写字生の仕事場がここにはあるのであ

る※2。

イギ リスにはまだ羊皮紙 を作っている業者がいると聞いているが,前 述 した作業の全行程 を見

物することがで きるのはこの博物館だけではないかと思 う。

N書 写の実際

羊皮紙 を用いて実際に書写の仕事 をしている人々を普通 には写字生 と呼んでいる。修道院の中
スクリプトリウム ア トリエ

では書写の仕事は 写 経 室 での修行 として修道士達の 日課であるが,民 間では写字生は工房で労

働 を提供する技術者である。いつれにせ よ,彼 等の仕事場 には写字生の四宝 とも云うべ き,ペ ン,

インク,羊 皮紙 小刀が備 えられていた。ここでは羊皮紙以外の三宝 を簡単に紹介 してみよう。

1.筆 記用具

先ずペ ンか ら始めよう。歴史的に一番古いのは葦の茎で作った葦ペ ンでパ ピルスにも羊皮紙 に

も用い られた。6世 紀頃に登場 して葦ペ ンにとって代わ り,以 後金属ペンの出現する17世 紀後半

まで唯一のペ ンとしての役割を果たす ことになるのが羽ペ ンである。(ペ ンの語源であるラテン

語の"ペ ンナ"も 「鳥の羽」 を意味 している)

ペ ンに用い られた羽 としては,鷲 鳥の羽が最 も有名であるが,そ の他 にも鷹,白 鳥,ア ヒル,

鶏,鴉,雷 鳥,ペ リカン,カ ササギなどの羽の使用 も確認 されている。

ペ ンにするための羽 を選ぶ場合,鳥 の左翼の長い方か ら4本 目あた りの羽が最良である 右

※1一 般 に11ivre=20sous;1sou=12deniers.

X2Jean-PierreNICOLINI,"Museevivantduparcheminetde1'enluminure",(Duras,47120,Lotet

Garonne,France).



11

手利 きの人の場合,左 利 きの人の場合はその逆 となる一 とされているが,実 際に使用 した経験

者 によると,鳶 鳥の場合はどの羽で も使 い易さは変 らず,け ず り易 くペ ン先が弾力 をもっている,

とのことである。又 カササギの場合 は,使 えるのは一番長い尾羽の一本だけである。

中世においては,羊 皮紙は別 として,ペ ンはもとよりインクまで写字生 自身が調製 していた。

羽ペンを削るのももちろん写字生の大切な仕事の一つなのである。

羽ペ ンは大体次の様 な順序で削 っていた。

(1)ペ ンの側面の羽毛状の もの と,表 面の膜 を取 り除 く。(映 画などに出て来 る羽ペ ンには特

別大 きな飾 り羽がついているが,書 写の作業 をす るのには羽 は邪魔 なため,そ り落すのが

普通であった。)

(2)最 初の切 り込みを加 え,一 定の角度(切 り口の長 さ1cm位)に 切断する。

(3)最 初の切 り込みの両脇 を更 に2段 に彫 り込む。

(4)ペ ン先 を平になるように切 りそろえる。(ゴ シック期 には斜めに切 る)

(2)

＼

＼
→1、mJ'

(3}

ミ
ペ ン先 の平の大 きさの7倍 ぐらいが文字の高さとなる。

(4)

忙
マ

写本に残る文字の色が一様でないのを見て も分かるように,写 字生は頻繁にペ ン先をインクに

浸 さねばならなかった。少 く共5文 字に1度 位の頻度である。ペン先に縦 に切 り込みの入ったペ

ンはようや く15世紀末に出現 し,紙 の下か ら上に書 き上げることが可能 となった。

次 はインクである。

古来,イ ンクの原料は動物性,植 物性,鉱 物性 などさまざまな ものがあ り,例 えばmマ 人は

イカのス ミを用いていた。(ち なみに幕末 に勝麟太郎が蘭和辞典を写すのに使用 したインクもや

は りこれであると云われている。)

テキス ト本文 を写すためには,普 通黒 インクが用い られたが,そ の黒色 にも原料や時代 によっ

てかな り色彩上ニュアンスの差があった。カロリング朝の黒は多少赤味がかっているし,12世 紀

頃までは褐色がかった黒である。

次 に紹介するのは,ラ テン語で書かれた13世 紀のインク処方箋である。

「陶壷に水100オ ンスを汲み置 き,次 に約20オ ンスの没食子を用意 し,こ れをよく砕 く。両者 を

合 わせ,水 量がほぼ半減するまで煮込む。アラビア ・ゴムを3オ ンス分,細 か く粉砕 してお く。

ゴムを加 え,更 に液量が半減するまで煮 る。硫酸塩4オ ンス と少 し暖めたぶ どう酒12オ ンスを他

の容器に混ぜ合わせ,少 しつつインクに加 える。」

煤 を水 に溶か しただけの最 も簡単な黒 インクを別にす ると,中 世における代表的インク製法に

は,金 属性の場合 は硫酸塩(金 属塩),植 物性の場合 はタンニンが使用 されている。植物性 タン

ニンで最 もよく用い られたのが没食子で,樫 の木に寄生する昆虫がその幹や葉に卵 を生みつけた
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ちゆうよう

時に出来る虫蠣のことである。この虫蠣 は地中海土壌の風十ではどこでで も採取出来 るが,古 来

シリアのアレッポ産が有名である。

他にも混合 インクと呼ばれているものは金属 インクに炭素分 を混ぜて作 られる。Mr_qか ら出来

る青インク,マ ラカイ トからの緑インク,金 色や銀色のインクもある。これ等 に粉末 にした雲母

を交ぜ るとインクの色 はより鮮やかになる。成分の調合が うまくいっていないとインクは変質 し

て腐敗 して しまう。当時の調合方法のなかには現在では,そ の内容やや り方が理解出来な くなっ

ている ものも少なくない。

絵の具の場合同様,結 合剤の附加は必須である。インクの粘着力 を増加 させ るためで もあ り,

又羊皮紙の上での密着力を高めるためで もある。結合剤 として用い られる代表的なもの としては,

羊皮紙や魚で作 った膠,卵 白,そ してなかんず く松脂 とアラビアゴムである。アラビアゴムはア

カシアの切 り傷 からにじみ出る粘液で,水 に溶かす と白濁 した糊状 となり,定 着作用 と同時に艶

出し効果がある。

色インクの中でも取 りわけ重要なのは赤インクで,文 章の見出 しや飾 り文字 に用いられる。酸
リユ プ リ ツ ク

化塩 を原料 とするのが普通で,濃 い赤色には辰砂が使用 された。中世写本につきものの朱見出 し

もラテン語で 「赤い」 を意味する語か ら出ている。ll世 紀からは行頭の頭文字 をも赤,青 の2色

交代で書 き分 けるようになる。

写字生が仕事場でインク壺 として,或 いは,携 帯用のインク入れとして矢立 のように用いてい

たのは牛の角である。細密画の中では仕事机の脇に角が黒インク,赤 インク用 に二つ並んで固定

されているのをよく見かける。

小刀 はい くつかの異 なった目的のために利用 されていた。

(1)羽 ペ ンを削 り直すためのナイフの役割。

② 羊皮紙の表面に残っている脂やその他の不純物の残 りを削 り落 して紙面 を整えるため。

(3)書 写作業の間中,羊 皮紙の位置を正 しく保つために左手に小刀 をもって羊皮紙 を押えて固

定 してお くため。

(4)誤 写 を見つけた時,そ の部分 をそ ぎ取 って訂正 を加えるため。

作業 中の写字生の姿 を描 いた挿絵は数多いがそのポーズはほぼ一定 している。(カ ロリング時

代からは,福 音書の写本の冒頭にはその福音書の作者の執筆 している姿を掲げるのが習慣化 して

いる。)写字生の姿で共通 しているのは,右 手にペ ン,左 手 に小刀の二刀流の構えである。我が

国の古代 の写字生の書写作業中の姿 を留める画は未見であるが,太 宝律令の編纂について記 した

『続 日本記』 にも,「刀筆を執持 して科条を胴定する」 とあるので,東 西の写字生のポーズは案外

似かよったものであったかも知れない。

羊皮紙,ペ ン,イ ンク,小 刀の他に も写字生はいろいろな用具を必要 としていた。羊皮紙の表

面 を書 き易い状態にするためのチ ョークや軽石,罫 を引 くために使 う定規 鉛の尖筆,2枚 重ね

ると本の形になるようにひもで繁がれた書写板 とそれに字 を書 くための赤,黄,緑 などの石蝋な

どがある。(こ の書字板 は原稿の下書 きや計算用 として使われた)。13世 紀末からは眼鏡の使用 も

始 まる。

その他 にも数多 くの細 々とした小道具が用いられていたようで,そ れ等の姿形はわかっていて

も,そ の用途が不明 となっているもの もかな りある。

2.罫 線
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写字生が羊皮紙に向って書写 を始める前にやっておかなければならない大事 な作業の一つが羊

皮紙への罫線引きである。文字 を書 くべ き部分 と欄外 とする部分の割合 を定め,線 の引 き方,配

置の場所 を決める。 この配置具合は具体的には定規を使 って線引 きで示 されるわけで,い わば羊

皮紙の原稿用紙 を作成す ることになる。この作業は書写 を行なうためには不可欠なもので,罫 線

の引 き方の歴史的変遷 もまた興味深いテーマである。

まつ最初に,テ キス トを書写する羊皮紙上の範囲をあ らかじめ決めた上で,そ の上限 と下限を

横線で記 してから,更 に1行 分つつの横罫を一本つつ丁寧に引いてい く。1行 分の幅,つ ま り全

部で横罫を何本引 くことにするかは,用 いる文字の大 きさや,写 そ うとするテキス トの性質 によ

って も差が生 じて くる。

羊皮紙 にテキス トを書写するための区分 を定める上限,下 限の取 り方は一応その規格が定 まっ

てお り,古 い ラテン語写本ではこの比率は比較的よく守 られていた。それによると,ま つ下の余

白の部分(地)を 羊皮紙の縦の長さの5分 の1と する。反対に上の余白(天)は 地の3分 の2と

する。次 に内側の余白部分(ノ ド)と して天の3分 の2を とり,1頁2列(柱)書 きの場合 には

テキス トの左柱 と右柱の問にもノ ドの余 白と同じだけの余白を設けるのである。

罫を引 くに当っては,罫 線の左右の両端 に当たる個所 に針や錐で小 さな穴 をあけておいて,そ

れに合わせて定規で線を引 くのである。線 を引 くのに用いる道具は時代 によって異ってお り,一

番古い ものは唯の ドライポイントで羊皮紙 に薄い線をつけている。その次の時代の鉛棒で引かれ

た線 もほとんど判別出来な くなっている。最後 に登場す るのが,黒,赤 イ ンクを用いての線引 き

である。写字生は飾 り文字や細密画を入れるべ き個所 を も指定 してお く。

これ等の作業は本来,写 字生 自身が書写 に先立 って 自分 自身で行 うものであったが,後 には独

立 した分業 とな り,罫 線 を引 くことだけを専門とする職人が誕生することになる。

3.書 体

罫線が整然 と引かれている羊皮紙 に向って写字生は顧客の注文や原本の種類などさまざまな要

件 を考慮 した上で適当な書体 を選び,書 写の作業 に取 りかかる。カール大帝の指導によるカロリ

ング ・ルネサ ンスの時代 には,そ れまでに登場 した豊富な書体に手を加えた上で,ペ ンの持ち方

の改良にまで配慮 したずっと普遍性のあるカロリング書体が開発 される。(そ れまでの紙面 に対

して垂直になるペンの持ち方は斜めに約30度 程寝か した持 ち方へ と変化 してい く。)

このカロリング小文字はその後 に登場する全ゆる書体の模範 とみなされている。

ll世紀の終 りに,そ れ まで垂直に切断 していたペン先で書かれていたカロリング体は,斜 めに

切断 したペン先の発場によって ゴシック体 に変形する。 ゴシック体 はまた,写 されるテキス トの

内容 によって公式書体のテクステユラ体や学術書専門のロテユンダ体 などに分かれてい く。同様

に慣用体 として使われていた崩 し字 はゴシック折衷体へ と変形 をとげる。やがて印刷本に用いら

れることとなる書体 もやは りこのゴシック体である。

この書体は角ばっている上に,字 と字の間隔に余裕がないため,と ても読みづ らく見えるが,

実はゴシック体は早 く書写 しようとする願望か ら生れたもので,実 際には非常に簡単で しか も効

果的な発想か ら生れたものなのである。ほとんどの文字は次 の3種 の線の組み合わせで作 られて

いる。

太線 ■ 及び ＼

細線/

(線は常に上か ら下へ引かれる。下か ら上 に書 こうとするとペ ン先がひっかかる。)

写字生の向っている書写台は斜面 になっている。それは何 よりもまつ,ペ ン先につけたイ ンク

のボタ落ちを防 ぐためである。更にペンの持 ち方 を寝かせることによって紙面に対するペ ン先の
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角度(約30度)を 調整すると,そ れだけでインクの落下 と消費量(普 通は1度 ペ ン先 をインクに

浸 して5文 字位)を 加減出来るのである。

i

n

m

u

C

e

O

、D

lG

D
l
q
-

t

t+!し=孔

1+/+1=τ 几

/+1=IL

C

e

O

b

b

P

q
・

=

=

=

一一

=

一一

=

㌧

1
〉

〆
〕

つ

〕

へJ

l
l

十

十

十

十

十

十

十

〔

〔

〔

し

(
-

し

4.カ イエ(分 冊)

書写台 に向 う写字生のポーズ 右手 にペ ン,左 手に小刀一 は多 くの細密画で一定 している

のに,写 字生が筆写するために台上に置いている羊皮紙の状態はい くつかに分かれている。

(1)明 らかに一枚 の羊皮紙だけを広げていると思える場合

(2)冊 子(本)の 状態 になっている羊皮紙

(1)の場合 にも,羊 一頭分 そのままとも思える大 きな羊皮紙を書写台の向う側に垂 らしているも

のか ら,羊 皮紙の切れ端の ような感 じのもの までいろいろである。いつれにせ よ,こ の場合は書

写を先づすませてか ら,裁 断する もの と思 われる。② の場合 も,特 別に部厚い本(冊 子)を 開い

ている場面 とそれほどには見えない場合がある。② に関 しては裁断を先 にしておいてから筆写に

かかっているものと判断される。

ここでは,中 世において一冊の写本の基本単位 と見なされていたカイエ(分 冊)に ついて触れ

てお きたい。

カイエ とは,適 当な大 きさ,形 に裁断 した羊皮紙を何枚か集めて,あ る程度の頁か ら成る冊子

の状態に綴 じた もの を示 している。

裁断 した羊皮紙は同 じ大 きさの ものを選び,毛 側 と毛側,肉 側 と肉側が くっつ くようにまとめ

る。 このまとめ方は色合いの関係で,頁 を開いた時の両頁の調和 を考えた上での処置であ り,実

際にほとんどの冊子はこの ように配列 された羊皮紙 を含 んでいる。 この配列の仕方は,そ の事実

に最初に気づいた学者の名 をとって 「グレゴリーの法則」 と呼ばれている。

カイエ(分 冊)に 含 まれている羊皮紙の枚数は一定 していない。13世 紀頃までは8葉16頁 が普

通であった。13世 紀 になり,大 学の発展 と伴 って薄い羊皮紙が大量に出まわるようになると,4

葉8頁("カ テルニ ョン"と 呼ばれ,ほ ぼ羊皮紙一枚)の 他,10,ユ2,18,24,36葉 の分冊 も登

場する。

カイエ(分 冊)は この4葉 ない しは8葉 をまとめて二つ折 りにして綴 じているので,通 常16な

い しは32頁 から成 り立 っている。その場合の1枚(つ まり1葉 の半分の表裏2頁)を フォリオ と

云い,そ の大 きさも特定の規格があるわけではな く,普 通のものなら約25(30)cm× 約15(20)cm

ぐらいの ものである。

1頁(羊 皮紙を二つ折 りにしたものの表ない しは裏)に は各行 の頭 をそろえて30-一一40行を1列

(柱)に 書写す る。そ して1頁 には2列(柱)な い しは3列(柱)が 納 っている。つま りフォリ
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オの表裏の どちらの頁 にも2列(柱)が 配置 されている場合には60～80行,3列(柱)の 場合 に

は90～120行 が筆写 されていることになる。例 えば,約3万 行か ら成る作 品の写本の場合には,

もっとも詰め込んだ場合でも125フ ォリオ,つ ま り羊皮紙62枚 半,カ イエにすれば8な い しは16

カイエが必要 となる。

これ等のカイエを順番 に綴 じると書冊(写 本)が 出来上がる。その際カイエの順番 をまちがえ

ない ように写字生は,1つ のカイエの最後 となるべ き頁 と次のカイエの最初の頁 との続 きを示す

ため,最 後の頁の下方の空白に次の頁の最初に来るべ き1行,ま たはその行頭の1部(レ クラム)

を書 きつけてお く。従 って現存する写本 に残 されている通 し番号(ペ ージ番号ではな くフォリオ

番号が普通である)は 全て後代の人々の手になるものである。

5.書 写記号(句 読点,省 略記号)

中世写本には原則的にいわゆる句読点は存在 しなかった。従 って文が どこで始 まりどこで終る

のか,語 と語の連結や分離の関係 をどう理解すべ きか,な どの判断は一切読者に任 されていた。
イ ン キ ビッ ト エクスプリキツト

初期の冊子本では,は じめに書 き出 し,終 りに 終 末 語 を置 くだけでテキス トは連続 したまま

綴 られていた。ようや く8世 紀 を過 ぎて大文字 と小文字の区別が生 じてか らは,や っと頭文字に

大文字 を使用す るようになった。カロリング書体で も規則的な句読点 は整備 されていないし,語

と語の間隔す らまだ正 しく取 られていなかった。842年 のフランス語最古の文献 「ス トラスブー

ルの誓文」においてもこの傾向は何等変わっていない※1。

とは云うものの,9世 紀の ドイツやイギリスで作成 された写本には若干の句読点が姿を現わ し

ている。全休止(∵),小 休止(・),又 は(;あ るいは.,)の ような使用が見 られる ものの,

その不均質性のために各 々の記号 の意味が よく理解出来なくなり,一 般化 されることはなかった。

実際,13～14世 紀の写本の中で 目にする句読点 と云えば,セ ミコロンを逆に したような記号(⇒

のみで,こ れは感嘆符 として用い られている。

大学関係の写本,な かんず くス コラ哲学の書物が大量に書写されるようになるユ3世紀に入って

ようや く読み易 さに主眼をおいた綴字技法が一般 化するようになる。単語間の間隔,行 末の送 り

記号,そ して何 よりも数多 くの省略記号が用い られるようになる。

省略記号は時間と紙面を節約するために考案 された体系で,ロ ーマ時代から既にい くつかの音

を示す記号が使用 されている。中世写本で用い られていた省略記号のい くつかはその使用が定着

して印刷本の時代 に入ってもす ぐには消滅 しなかった。やがて印刷術の発展 につれて一 時間と

紙面 を節約する必要はなくなったので そのほとん どは姿を消 したが,何 故か,今 日まで生 き

残っているのがエスペリュエッ ト記号&で ある。

1)p,qに つ く記 号:

　 ロ リ 　

q=qUl;q,q=que

P=par又 はper

P'=pre;p9=puffs

しユ 　 　 コ

p-=por;p=pri

2)数 字:
XXc

.IIII.=80,.II.=200,
M
.V.=5000,

※1"SermentsdeStrasbourg",B.N.Paris,latin9768,写 本 はX・ 末 又 はXI・ 初.
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3)よ く使 用 さ れ る 綴 字,単 語:

bn=biers;ml't=mout

...m't=...ment;st'=sont

ヲ=est
ラ

4)固 有 名 詞:

.S'.=saint

ih'u=Jesusxym=Christum

V写 字生の世界

1.写 字生の歴史

写字生の歴史は古 く,古 代エジプ トでは書記 としてあちらこちらのピラミッ ドの壁 にその姿が

描かれてお り,書 写の仕事はたいへん重要 な,尊 敬 される職業であった。

ローマ時代 にはかな り大衆化 した職業 となり,多 少教養のある奴隷 で写字生 として生計 を立て

ていた者 も多 く,大 きな書店には数十人数百人単位で写字生が雇われていた。書写の仕事ぶ りも

大がか りなもので,ち ょうど現代の書 き取 りの授業の ように,大 きな部屋で机 に向っている写字

生の一団に対 してテキス トを読み上げる係が一段高い ところか ら大声 で一節 を読むと,写 字生達

が一斉にペ ンをはしらせ ると云った写本の大量生産 システムが採用 されていた。前207年 のロー

マ写字生同業組合の結成はこの仕事が奴隷労働か ら賃金労働へ と推移 している過渡期 を示 してい

る。

ゲルマ ン民族の侵入が しだいに激 しくな り,ロ ーマ帝国が東西 に分裂 し,更 に西 ローマ帝国の

滅亡 を迎える5世 紀 に入ると,民 間の写字生はほとん どその姿を消 していた。

一方,キ リス ト教が公認 された4世 紀以降,聖 書や祈濤書をはじめ とするキリス ト教関係の書

物の需要が どんどん大 きくなってくる。 これ等の書物 は主 として教会や修道院の中で書写 された

し,修 道僧の手による書写は従来の俗世間での営利事業ではなく,神 の栄光 を讃えるための神聖

な宗教活動の一環 をな していた。

シャルルマーニュ(カ ール大帝)の 強力な指導の下に推進された8世 紀末のカロリング ・ルネ

サ ンスを経て,一 度は修道院の奥深 くひそんで しまい,そ の対象が主として宗教書 に限 られてい

た書写の仕事 は再び宮廷や大諸侯の下で再開されるようになった。

13世紀 に入 り,大 学の誕生 とその活動が盛 んになるに連れて,民 間の写字生の数 も飛躍的に増
アトリエ

加 し,各 地の工房が活躍を再開する。

2.写 字生の仕事振 り

8世 紀のカロリング ・ルネサンスの担い手の一人アルクイヌスは,「写字生の仕事は賞讃 され

るべ きものである。それは魂の役に立つ ものであるが,畑 仕事は腹 の役 にしか立たない」,と 書

写の修行 を奨励 しているが,実 際にはこの仕事 は見かけよりはずっと重労働であった。ユ2世紀の

初めに黙示録の注釈書 を書写 した写字生はその最後 にこう記 している。「書写の仕事を知 らない

人は,そ れが辛いものだとは思わないで しょう。本気で くわ しくお知 りにな りたいのなら,ど れ

程苦 しい労働であるかお教え しましょう。 目はくらみ,腰 は曲が り,腹 具合はおかしくな り,腎

臓はキリキリ痛むし,悪 寒が身体中をかけめ ぐるのです。」

一見単調に見えても神経 をす りへ らす
,厳 しい労働(修 行)で あった,こ の写字生の仕事の細

かい内容 の実態については余 りよく分 っていない。

神に仕 える修行の一環 として修道僧 に課せ られるつとめである僧院内での書写作業はさておき,
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市井の営利 を目的 とする民 間工房での仕事振 りを一瞥 してお こう。

ア トリエ

職業写字生の仕事場は工房 と呼 ばれ,親 方一人の自営工房からかな りの写字生を擁する大工房

まで,そ の規模や各々の得意 とする分野 に従って仕事 を受注 していた。仕事の内容 も多岐に亘 り,

一般の信者を対象 とした宗教関係書をは じめ
,法 律文書や各種契約書,文 芸作品,学 術書等 に及

んでいた。

各工房は親方の技量や系統によって独 自の技法や制作方針 を持っていたらしく,同 一工房で作

成 された写本の文字は類似 してお り,省 略記号の用い方 にも特色が見 られる場合 もある。従 って

一冊の写本が同一の写字生によって最後 まで書写 されたのか
,複 数の写字生の参加によるものな

のかは容易に判別 しがたい。特 に重要なテキス トを細心の注意で書写 している場合などは,写 字

生一人一人が全 く同一の筆順,筆 勢で同じ文字 を同 じ形 に書 き写すのであるから,こ の作業 は「書

く」 と云 うよりはむしろ文字 を 「描 く」 に近い ものであった。

いつれにせ よ,中 世 においては全ゆる制作に従事す る技術者がその作品に個人名 を留 めること

はほとんどなかったので,写 本の場合 にも書写を担当 した写字生の名前は伝わらないのが普通で

あった。

写字生は1日 にどれ位の仕事量 をこな していたのだろう。羊皮紙1枚 を書写するのにどれ位の

時間が必要だったのだろう,と 云 う書写の速度 に関する疑問は基本的であると同時 に重要な問題

を含んでいる。 もちろん,写 字生の能力の差,写 すべ きテキス トの種類,発 注者の立場等 を考慮

した場合,そ の答 えは大幅に異 なるわけであるが,計 算可能な資料に基づいた推定 によると平均

して1日 に羊皮紙(30～50×25-一 一30cm)3,4枚 ぐらいが限界の ようである。15世 紀の或 る業者

が45人 の写字生 を動員 して2年 間で200冊 の書写 を果た した,と する記録があるが,こ の場合,

1冊 の分量を度外視す ると,写 字生が5人 がか りで1冊 を写すのに約1ヵ 月掛かっていた事 にな

る。

いかに熟練 した写字生が精魂 を傾けて書写に励んだにせ よ,や は り手仕事である以上,誤 写や

写 し落 しは不可避である。だから,別 人による念入 りな校正 作者 自身による場合 も専門職に

よる場合 もある が当然必要 となる。宗教関係の書物 などが完全無欠でなければならない とさ

れるのは容易に理解出来るところであ り,特 に中世人は書物 に対 して信仰 に近い意識を抱いてい

たこともあ り,校 正には最大限の注意力が傾注 された。校正の済んだ書物の末尾にはその旨を示

す文言が添えられた※1。

写字生の方に もうかうか書 き落 しや写 しまちがいをしてい られない事情があった。 と云 うのは,

写字生 に恐れられているティティヴィルスと云 う小悪魔がいて,写 字生のどんな小 さな誤 りも見

逃 さずに 「最後 の審判」 にそなえてそれ等 を記録 していたか らである。ティティヴィルスが背中

に背負 っている袋の中には写字生が写 し落 した綴字が一・杯つまっていると云われているが,誰 も

その姿 を見た者 はいない。

中世末,15世 紀に入ると今 まで見 られなかった新 しい タイプの写字生が出現 し,当 然仕事の内

容にも大 きな変化が見 られるようになる。 この時代になると無名の職人に甘んじていた写字生が

舞台の中央に登場するのが観察される。例えば,名 だたる王侯貴族のお抱 えの写字生の場合など

がそれで,彼 等 はもはや書写技術 を提供するだけの無名の存在 ではなく,頁 の割 りつけ(レ イア

ウ ト)を 担当 し,無 意識の うちに誤写 をするのではな く,し ば しば意識的,継 続的にテキス トに

※1Contuli又 はemendavi.
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改変 を加える改作者,或 いは悪 しき編集者の役割 をも果たすにいたるのである。特 に文学作品の

書写 に際 しては,写 字生が堂々と自作の くだ りをつけ足 した り一一一一写字生 自身が詩人であ り,作

家である場合 も多い,又 は逆にた くみな省略 を行 なっている。ここにいたっては写字生は作

者,編 集者の一人三役 を兼ねているのである※1。

工房の仕事が暇な時には写字生達はどうしていたのだろうか。当座 の"し のぎ"と してこのよ

うな場合 に用い られた対応策はいつで も需要のある本,な かんず く個人用の祈疇書等の作成であ

った。この種の仕事においては,興 味深いことに,印 刷術の普及以前からすでに作業行程が機械

化 されているのが見 られる。つま り,組 版 システムの採用である。主 として持ち歩 きに便利 な小

型本の場合,1枚 の羊皮紙 を折 りたためばカイエ(分 冊)と なるように,適 切なテキス トの配置

を行 なってから,書 写を行 なっていたのである。(美 しい細密画や飾 り文字の入 ったこの種の本

は余程 たくさん制作 されたと見え,今 日古写本商のカタログにも常に登場 している。)

3.写 字生の賃金

中世においては書物(写 本)そ の ものの価格は一般に高い ものであった。書物 自体が全般的に

珍重 されていたのでその経済的価値が高 く評価 されるのは自然な成 り行 きであった。教会関係の

神聖 な書物 には霊的効果 まで期待 されていた し,金 に糸 目をつけずに大貴族が発注 した彩飾写本

の美 しさはその時代の他の芸術作品にひけを取るものではない。従 って書物の価格評価は機会あ

るごとに行われてお り,幾 多の資料か ら推量 して大体 の平均的価格 を把握することが可能である。

比較的公正 と目されるのは貴族の遺産台帳 に記 されている書物の評価価格である。一例 を挙 げる

と,有 名なベ リー公の蔵書の中で当時の流行作品を収めた一書は2リ ーヴル(=40ス ー)と 評価

されている※2。牛1頭 が約1リ ーヴル(=20ス ー)の 時代 であるか ら,こ の世俗作品の写本は

ほぼ牛2頭 に値 いするわけで,決 して安い もの とは云えない。

それでは,こ のような高価 な書物 を生み出す仕事 に従事 していた写字生の賃金がどの位の もの

であったかと云 うと,各 資料 間のバラッキが大 きいために もう一つ正確 なところが分 らない よう

である。一般的に見て,中 世の技術職人の賃金は比較的に高 く,平 均 的石工の週給は20ド ニエで

これは1週 間分の食費の約3倍 に相当する一17～18世 紀の同業者 よりも高い生活水準 を享

受 していた とさえ云われている。(中 世の労働者の 日給 を平均4ド ニエ と算定 している専門家 も

いる。)恐 らく写字生の場合 も,一 般水準では他の技能職種 の場合 と同程度の収入ではなかった

か と思 われるが,一 部の著名写字生,特 に王侯貴族の庇護の下に超豪華本作 りに従事 している特

権階級的写字生の場合はもとよりそのか ぎりではない。

13世紀 になって各地に大学が誕生すると,大 学のある町には必ず大学御用達の書店が現れ,こ

こでは新,古 書売買 と同時に学術関係書の書写業務 を兼ねていた。このような店で働 く写字生は

出来高払いであったらしく,用 紙1枚(頁)の 大 きさが厳密に定め られている。一説によると写

字生の賃金は必要な羊皮紙代金の4倍 程度 に相当すると云われている。

いつれにせ よ,13世 紀末のパ リの人頭税の帳簿には24名 の写字生が記載 されてお り,そ の数は

14世紀末には60名 に増えている。

※1例 え ばGuiotdeProvins,パ リ の 有 名 写 字 生RaoulTainguy,ブ ル ゴ ー一ニ ュ 公 お 抱 え のDavidAu-

bertな ど が よ く知 ら れ て い る 。

X2Cf,LeopoldDESLISLE,LecabinetdesmanuscritsdelaBibliotheQueNationale,1881,t.III"Lib-

rairieduLouvre";RecherchessurlalibrairiedeCharlesV,2vols,1907.
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4.素 顔の写字生

10世紀以前の教会写本では,各 カイエの末尾 に,恐 らく担当責任を明らかにする目的であろう

がその部分 を担当 した写字生の署名が残 されているのがある。 しか し,写 本にか ぎらず全ゆる分

野 において中世の職人の個人名がその作 品に記録 されることはまずないのが普通である。(オ ー

タンの聖 ラザール大聖堂の タンパ ンにその名 を留めたジスルベル トゥスや最古の武勲詩 『ローラ

ンの歌』の最後 に記 された,作 者だか写字生だか分からないテユロルデュスの場合などはきわめ

て例外的なものである。)※1

しか し,中 世で も15世紀に入 ると,写 字生 自身が写本の末尾 に氏名や 日付,書 写 した場所 など

を記 している例が見 られるようになる。又,写 字生の中には詩人,作 家 として著名な人物や,大

貴族のお抱えとして世に知 られた人達 も現れて くる。

無名の写字生達がテキス トの終 りに更に数行をつけ加えてその素顔 をかい間見せて くれる場合

もある。ほとん どの場合 は長い,単 調 な労働の完了をよろこぶ,あ りきた りのせ りふが用いられ

ている。「ようや くこの本 を書写 し終 えた。写 した者 に祝福 あれ」。「どうかこの本を書写 した写

字生のために祈 って下さい。その人の名は何某です。」

時 には写字生か ら読者へ のメ ッセージが残 されている場合 もある。「この本 を読 まれる方へ,

文字が消えると困るので,指 で文字 をこす らないで下 さい。」「おお,世 に も幸せ な読者 よ,ま ず

手 を洗ってか ら本 を手に取 り,ゆ っくりと頁をめ くって下さい。」等 々。

中には露骨 な悪ふざけを書 き残 した写字生 もいる。「この労苦に報いるため,と び きりの別嬢

を抱かせろ」。

長い苦 しい書写の仕事が完了 して一息つ くと,せ めてそのうさ晴 らしに酒でも飲みた くなるの

は東西の写字生に共通の心理の ようである。ある宗教関係写本にS「書写 ようや くここに終る。

残 るは酒代 をたんま りせ しめること。」 と記 した写字生がい るように,我 国では正倉 院に残って

いる奈良の一切経写経所の写字生が書いた本邦最古の労働改善要求書6ヶ 条の1つ には 「永 らく

机 に向っていると胸がいたみ,足 が しびれます。3日 に1度 は酒を下 さい」,と ある。

写字生の中にはかな りの数の女性の存在がみ とめ られることも注 目すべ き事実である。 この事

実は中世には,読 むことのみならず書 くことも出来た女性が相 当数 にのぼっていたことを明確 に

示 している。彼女等の姿は細密画にも数多 く描かれているし,彼 女等が筆写 した写本の奥付か ら

は女性写字生の リス トを作成することが可能である。女性写字生は圧倒的に修道女が多い ものの,

世俗女性の名前 も列挙することが出来 る。民 間女性の識字率の高 さを反映 してか,百 姓娘 にす ぎ

ないジャンヌ ・ダルクも堂々たる自署 を残 している。

V【 彩色画による装飾

1.絵 師の独立

テキス トに単なる装飾のため,或 いはその注釈や挿絵 として図像 を添 えようとする試みは既に

古代エジプ トのパ ピルスー一 例えば 『死者の書』 に見 られ,そ の伝統 はギリシャ,ロ ーマに

受けつがれてい く。羊皮紙 に描かれた画像 は6世 紀以来,特 にビザ ンティン圏で広 く行 なわれる

ようになる。

彩色挿絵 を示す 「アンリュミニュール」 ということばには,光 と画像の装飾 としての特性を強

調する意味が含 まれている。この語は"明 る くする,照 らす"を 示すラテン語 より出ているから

である。

X1"Gislebertushocfecit";"CifaitlagestequeTuroldusdeclinet".
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「アンリュミニュール」 よりずっと新 しい用語で,「細密画」 と訳されることの多い 「ミニアテ

ユール」は元来,赤 色色素 ミニウム(鉛 丹)か ら発する語で,写 本の頭文字や縁飾 りに赤朱色が

用い られるところか ら起 った とされている。"細 密"の 意味は19世 紀 になってか らつけ加え られ

たものである。

写字生 と絵師の分化はカロリング期 より見 られるものの,純 粋 に装飾的分野である飾 り文字や
アンリユミヌ　ル ミニアテユリス ト

縁飾 りを担当する 「飾 り絵師」 と,物 語に直接関係する挿絵 の専門家である 「挿 絵 師 」の仕事

が はっ きりと分離す るの は14世 紀 の終 りの ことである。(他 にも色 つ き見 出 し文字 を受持つ

「鰭 響 ぎ」もいる)。

2.各 種道具 と絵の具

彩色画はごく簡単 なものはペ ン画 に赤,黄,青 などの淡彩 を加えただけであるが,丁 寧に描 か

れるものでは色 の種類 も多 くなり,不 透明顔料 を厚手 に施すこととなる。豪華本では金泥,金 箔,

銀などふんだんに用いられる。

絵師の仕事 に必要 な道具 としては,既 に紹介 した写字生の筆記用具以外 にも,次 のような もの

が挙げられる。牛,テ ン,リ スなどの毛で作 った微細 な画筆(猫 のまゆ毛 を集めて作 った極細筆

もある),顔 料 をす りつぶすための薬研やす りこぎ。絵の具 を溶いた り保存 した りするための各

種の大 きさのガラスや陶器の瓶,壼,皿 類。金箔のつや出 しに不可欠なめのう,猪 の歯,兎 の足

など。 リスの腹皮で出来ている平たいブラシもこすると静電気 をお こすので金箔を吸い上げるの

には欠かせない。

絵の具の原料は動,植,鉱 物のいつれか らも採 られている。代表的なものを挙 げてみる。

動 物 植 物 鉱 物

赤
カイガラムシ

ホネガイ

茜

蘇芳

辰砂(硫 化水銀)

赤土

青

ニ ワ トコ

大 青

瑠璃(ラ ピス ラズ リ)

藍銅 鉱(ア ズ リッ ト)

呉須(コ バ ル ト)

緑

イラクサ

アヤ メ

孔雀石(マ ラカイ ト)

緑粘土

緑青(硫 酸塩)

黄

サ フラ ン(明 黄) 雄黄

砒素

黄土

茶
クサ ノオ ウ

ク ロウメモ ドキ

オ レンジ 鶏冠石

白 カオリン(白 陶土)

銀 黄鉄鉱

紫 ニ ワ トコ

いつれの原料 も各々の処理過程 を経て,最 終的には粉末状に して用いられる。銅,鉛,錫 から
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緑絵の具をとる場合 にも,こ れ等 を糞尿に浸 しておいてから,乾 した上で,け つ って粉末にした

状態か ら絵の具 とするのである。 これ等の粉絵の具が羊皮紙の表面に密着するためには絵 の具 に

粘着力を持たせる必要がある。その役割 を果たして くれるのが アラビアゴム,卵 白,魚 膠などの

結合剤である。

中世においては,絵 の具 を他の絵の具 と混ぜ合わせて新 しい色 を出そうという手法 は行われて

いなかった。混ぜ合わせの段階で も羊皮紙上に塗る時点で も絵の具が うまく融合せず に,予 想不

可能な化学変化 をおこすか らである。(例 えば白鉛 と銅からとった緑 を交ぜると羊皮紙に穴があ

く。)そ こで採用 された方法は,先 に塗った色が乾 くの を持ち,そ の上 に同系統色 を塗 り重ねて

い くや り方である。(他 の成分 と混合が可能なのはカオリンの粉末だけである)。

中世の絵の具調合の処方箋には,以 上のような動,植,鉱 物の名稻が挙げられているが具体的

な用い方に関 しては既に不明 となって しまった部分 もないわけではない。いつれの原料 にしても,

その色素の色合いそのもの と羊皮紙の上に塗 られたそれとの間にはかな りの差異が生 じるのも事

実である。

とは云 うものの,ク サ ノオウの樹液はそのまま用いると明るい金色 に近い黄金色 となるし,赤

味がかったサフランか らは黄色が生れ,茜 の茶色い根 からは薄い赤色が得 られる。中世末の陶芸

の分野からもたらされたコバル ト酸化物は明る く,深 味のある青色を出す。瑠璃 は中央 アジアか

らの輸入品で値段 も法外に高 くついた。水銀の硫酸塩一 中世末 にはその危険な抽出方法は既 に

知 られていた は最初は鮮やかな金色に近い黄色をしている。雄黄,鶏 冠石は共に砒素であ り,

取扱いのむつか しい毒物である。銅 を酸化 させて緑を得 るために中世人の珍重 したのはアルコー

ル中毒者の尿であった。

3.飾 り文字

中世写本が全て飾 り文字 を含んでいるわけではない。飾 り文字 はあって もな くて もテキス トそ

の ものに変化は生 じない。云わば贅沢に属する種類のものであるか ら,実 用本位の書物 例 え

ば大学の教科書,参 考書一 には無いのが普通である。

飾 り文字 を入れるか否かは写本作成の経費に関係する問題であるから,当 然発注者の要望,同

意の上で合意が成立 したのであろう。工房の親方や写字生,絵 師 と発注者の問で細々とした注文,

取 り決めが交 される。それに従 って写字生が飾 り文字にするべ き文字 とその大 きさも羊皮紙上 に

指示す る。(何 等かの事情で飾 り文字が描かれなかった写本 に出合 うと,本 来なら飾 り文字が置

かれるはずの空 白部分 とそこに描かれるべ き文字が小 さく指示 されているのに気づ く。)

飾 り文字は大 きくなればなる程,そ の装飾 も華美で豪華 となる。多 くの写本 は冒頭の部分(大

きい ものは十数行 を占める)に 特大のものを置 き,数 行分の小 さい ものを全テキス トの中に散 り

ばめている。(出 て くる順番に交互に赤青の着色が施 されている)。

装飾その ものは,文 字の大小 にかかわらず単純なもの と手の込んだものがある。単純なものは

着色 された文字 とその周囲(内 側 も)を 線模様で補なった程度 なのであるが,少 し手の込んだ も

の となると2行 分程度の小飾 り文字にもい くつ もの色 を用いてお り,文 字の金箔は今 も輝 きを失

っていない。特大の ものに至っては字 よりは画の要素がはるかに大 きくなっている。飾 り文字 を

取 り巻いている線模様が空欄 の方 にどんどん伸びていったものが縁飾 りとなる。

飾 り文字 は実際には次の ような過程 を経 て描かれる。

(1)下 絵 写字生の指示 した場所 に飾 り絵師は図柄の素描 を鉛棒で しる し,そ の輪郭 をイ

ンクで正確にペン書 きしてお く。

(2)下 塗 り 卵白やアルメニア粘土(粘 土と魚膠 を交ぜ たもの)が 用いられる。特に後者
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を使 うと金箔が きれいに盛 り上がる。

(3)金 箔押 し一 切 り抜いた金箔 を乾燥 してならした下塗 りの上に付着 させ る。めの うその他

の道具で押 さえて金箔 を完全 に密着 させる。線か らはみ出た金箔は兎の足や筆 を使 って取 り除 く。

(4)地 色塗 り一 薄い色から順番 に次々に重ね塗 りする。各色 を塗るために乾燥 させるための

時間を充分にとり,他 の絵の具と混 じらないよう配慮する。

(5)輪 郭付 け 絵の具の周囲にはペ ンを用いて黒インクで輪郭 をつける。金箔の周囲には筆

で絵の具を使 って囲みをつける。

4.細 密画(挿 絵)

羊皮紙の上 に描かれて写本の中に綴 じ込められている画像(ミ ニアテユール)が 語源的には赤

色絵 を示 しているにも拘 らず,そ の訳語に"細 密"の 文字 を当てた人はもう一つの中世絵画のジ
フレスコ

ヤンル,壁 画(天 井画)を 意識 していたに違いない。大聖堂の広大な壁画や天井 を飾るフレスコ

画に較べると,い くら大型の本の場合で も所栓羊皮紙の一隅に描かれた画は"細 密"と 云わざる

を得ない。

17世 紀中頃に始めて使用 されたこの用語は19世 紀 に至って再び脚光を浴び,中 世美術の一分野

を示す表現 として定着 している。

キリス ト教関係の細密画はまずオリエ ン トで発達 し,大 判の書物 に添えられた挿絵 には古代風

の人物が多 く描かれ る。

メロヴィング期にはアイルラン ドや北イギリス を中心 としたケル ト様式(島 嗅様式)の 福音書

挿絵が盛んであったが,カ ロリング期の細密画にはビザ ンティンの影響が強 く,そ の影響力 は全

西洋 においてロマネスク期 まで及ぶ。(ll世 紀末 よ りはモ ンテーカシーノ修道 院を経てイタリア

細密画に,ま たフランスではクリュニー修道院を通 じてゴシック様式にまでその力は波及 してい

る。)

13世紀 に入 ると,イ ギ リス及び北 フランスで人間感情を豊かに表現する宗教画が登場 し,フ ラ

ンス国王ルイ9世(聖 王)の 時代 にゴシック細密画 として完成される。

14-一一15世紀初頭は細密画の全盛期で,画 風 は写実味を増 し,装 飾様式はいよい よ優i美,華 麗 を

きわめ,新 しいイタリア絵画の影響 も加わ り,数 多 くの有名な絵 師を輩出する。 フランス王 シャ

ルル5世 やその兄弟ベリー公,ブ ルゴーニュ公の ような王侯貴族の中にも愛書家 として知 られる

文化人が続出 し,競 って豪華本を制作 させる。この時代 の代表的作品が,有 名 な 『ベ リー公の豪

華時祷書』(ラ ンブール三兄弟作)で,こ の作品は構成,配 色,写 実性 などいつれの観点か ら見

て も芸術 としての細密画の頂点を極める最高傑作 である。

写本文化 と細密画の伝統はやがて印刷本の盛行 と木版画,銅 版画の興隆の前 に衰微の一途 をた

どる。 しか しなが ら,15世 紀ネーデルラン ト絵画の道を開いたの もまた細密画であることも事実

なのである。ヤン ・ヴァン=ア イクも細密画 を画いた し,ジ ャン ・ブーケも細密画の傑作を残 し

ている※1。

聖書,福 音書,詩 篇 などのよく知 られたテーマに取材 した,い わゆる宗教画はさてお き,民 衆

生活の細 々とした部分 を生 き生 きと活写 している細密画(縁 飾 りや欄外 の落書 きを含めて)は 正

に西洋中世の浮世絵 とも呼ぶべ きもので,そ こに画かれた場面 を通 じてかろうじて中世人の暮 ら

※1両 者 は 各 々"ト リ ノ の 時 祷 書"(HeuresdeTurin)と"エ テ ィ エ ン ヌ ・シ ュ ヴ ァ リ エ の 時 祷 書"

(Heuresd'EtienneChevalier)の 作 者 に 擬 せ ら れ て い る 。
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し振 りを窺 い知 ることが出来る場合 も少 なくないのである。

皿 装訂

通常,羊 皮紙16な い しは32頁 か らなるカイエ(分 冊)単 位 に書写が行われているので,テ キス

ト全体 を写 し終える と複数のカイエを合冊 して綴 じ合 わせ,一 冊の写本に作 りあげる。

表紙にはよく樫板が用いられ,そ の上 を更に羊皮紙やビロー ドでおおい,高 価 な貴金属や宝石

がふんだんに散 りばめ られる場合が多い。中世人は何 にで も鍵 をかけるのが好 きだったので,書

冊 にも金銀な どで出来た頑丈な留め金 をつけ,施 錠 している。

神 の栄光 を讃える手段 とは云 え,こ れ等の写本装訂の豪華 さは時代 と共にいよい よ顕著 さを増

し,ビ ザンチ ン風の装訂では金銀細工の枠が競われることになる。聖書 をラテン語に翻訳 した聖

ヒエロニムス も既 に 「お前達が手にしている本 は,金 銀 宝石で飾 られているが,主 イエスは裸

のままで十字架にかか り給 うたではないか」,と 嘆 じている。

カール大帝の時代にはビザ ンチ ン風の豪華装訂本がいたるところで作 られたが,こ れ等の多 く

は宗教改革の時代 にプロテスタン トの手 によって破壊 されて しまっている。イギ リス国王エ ド

ワー ド6世 は教会写本を飾 っていた金銀,宝 石類は全 てはぎ取って国庫に収めるよう布告 してい

る。

中世では書冊は平積みに して箪笥や長持ちに入れて保管するのが普通であった。現在の図書室

(館)に 近い形式の書庫 が登場するのが中世末の15世 紀で,そ れ等の施設 には盗難防止のため に

書冊 を鎖でつないでいたところもあったようである。 しか し,最 近の研究では書物 を鎖でつなぎ

留めるのは中世 よりもむ しろ16～17世 紀 において普及 した書籍保護策 とのことである。ちなみに

鎖つ き書籍 は背表紙を本棚の,奥に向けて,前 小口を読者の方に出 して並べ られていた。鎖が他の

本の装訂 を傷つけないための配慮である。書名が背表紙 につけ られるのは17世紀以降のことで,

それ までは前小ロに番号 を記 し,本 棚の横 にある書名 リス トの番号 と照合 して目的の本を取 り出

していた。

V皿 装飾写本の歴史(8世 紀～15世 紀)

中世においては書物 は神聖視 されていて,そ れを汚す ことは災いを招 く忌わしい行為 と見なさ

れていた。同時に神聖な書物が秘めているはずの神秘的力への期待 も大 きく,写 本の頁 を浸 した

水 を服用す ると難病す らたちどころに治 る程 の薬効があるものと信 じられていた。

ケル ト彩飾画の最高作品と目される 『ケルズの書』 をはじめとする,ケ ル ト系キ リス ト教美術

の傑作写本 は皆信仰 の対象 にされてお り,箱 形の聖遺物入れに納め られていた。ケル ト最古の福

音書写本である 『ダロウの書』(680年)は 中世末期に疫病の治療のために容器ごと水 に漬けられ

たことがあ り,そ のため頁に穴があいて しまった個所がある。

ユ マ ニ ス ト

か くも,尊 重 されていた写本の将来に立ちふさがったのが,人 文主義者,プ ロテスタン ト,そ

して活版印刷の普及である。16世 紀のうちに写本は過去の遺物 と見 なされるようになり,顧 み ら

れることも少 なくなった。貴重なテキス トを含む写本 も解体 されて他の書物 のカバーにされた り,

空白部分 を再利用 してメモ用紙になった りしている。特にイギリスでは,ヘ ンリー8世 の修道院

解散(1536-一 一40年)に よって廃棄 された莫大 な量の写本が流出した。その多 くは製本業者 に買い

取 られ,製 本用の材料 としてさまざまな用途に利用 された。更に甚だしきに至っては,ラ ンプの
ほ や

火屋 を掃除する屑紙や長靴 を磨 くための雑 巾代 りに使 い捨てられた。(14世 紀後半のイギリスで

作 られた最 も美 しい写本の一つに数えられる 『カルメル会 ミサ典書』は19世 紀初頭の所有者の子

供達が切 り刻んでスクラップ=ブ ックに帖 り,飾 り文字で自分達の名前 を綴った りしていた。)
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この ようにして無残にも解体,廃 棄されて しまった中世写本の歴史的,文 化的価値が再発見 さ

れるようになるのはようや く19世紀 になってか らのことである。 ロマ ン主義思潮の高揚 に伴 い,

新 しい実証的研究方法 も確立 され,"暗 黒の中世"と 呼び捨て られ,不 当に無視 されて来た中世

への公正な判断や評価が行われるようになった。

地方の製本業者の倉庫で眠っていた中世写本 その多 くはバ ラバラにされた断片写本 となっ

ていたが は一山幾らで買い漁 られ,著 名 な愛書家の蔵書 として収 まることとなる。

今 日において も中世写本の蒐集家は世界中に数多いが,彼 等の関心が,文 献的価値 を持つ

テキス ト写本 を除 くと もっぱら装飾写本,つ ま り細密画に寄せ られているの も無理からぬ と

ころである。

ここでは8世 紀～15世 紀 に及ぶ中世写本の歴史 を概観 し,代 表的作品を通 して各時代の傾向や

特色を紹介 しておきたい。

1.カ ロリング期以前(～8世 紀末)

6世 紀以前には実質的な作品は存在せず,イ ニ シアル装飾が中心 となる。

系統 は大 きく二つに分かれる。古代の様式を継承するイタリアでは新 しく移入 されたビザ ンチ

ン様式 との共存が見 られる。 もう一つの流れは"賢 人の島"ア イルラン ドに発 している。ケル ト

文明の土壌の上に,5世 紀末聖バ トリックの教化によるキリス ト教(ロ ーマ文明)的 要素をつみ

重ねた独特の作風 は 「島嗅様式」 と呼ばれている。すか し模様 になった網 目が多用 され,複 雑 に

か らみ合う線の渦巻 きから出来ている空間には異様 に長 く引 き伸 ばされた鳥,魚,動 物が配 され,
ド ツ ト

赤青緑紫ピンクなどの多彩 な色づけと文字を縁取 る無数の赤い斑点模様が特徴的である。この様

式のイニシアル装飾はその後 もずっと長 く用いられる。

『ダローの書』(7世 紀)※1

福音書。赤黄緑黒 を用いて微細な幾何学模様 と動物模様が正に"絨 椴"の 頁 を現 出している。

『ケルズの書』(8世 紀末)※2

あまりの美 しさに12世 紀 には,「天使 の手によって描 かれた写本」 と見なされていた。装飾画
ラピスラズリ マ ラカ イ ト

には世界 中から集められた, 瑠 璃,藍 カイガラムシ,白 鉛,孔 雀石,雄 黄のような高価 な絵

の具が使用 されている。

2.カ ロリング期(9-一 一10世紀)

この時代 の装飾画はその前の時代 と全 く作風 を異にする。カロリング期 の特色 はビザンッ,ロー

マ文化の推進者 としての自負にあふれたカール大帝の努力の産物である点である。

大帝の直接監督下に制作 を行なった 「ライン派」 の作品は起伏 に富み,高 尚で自然主義的な傾

向を帯びている。

エボン大司教の後押 しを受けた 「ランス派」は古代 からの幻想的な様式 を人並はずれた名人芸

で飾 っている。

この二大主流派以外 にも 「フランコ=イ ンシュラ派」をは じめ帝国の各地に特色ある絵師の集

XIBookofDurrow,ms.4,5TrinityCollege,Dublin(24cmX16.5cm) .

・:・2BookofKells
,ms.A/1,6TrinityCollege,Dublin(37cmX26cm).
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団が画技 を競 った。

この時代 になって色つけの技術は飛躍的に発達 した。カロリング期以前の装飾画の色彩 は生 き

生 きとしたものであって も平坦 さは否めなかった。大判の写本に金銀をふんだんに使用すること

によってビザンツのモザイク画に見 られるような色調が生れることになった。聖書の有名な場面

や諸聖人のエピソー ドが具象的に描かれることが多 く,君 主の肖像や歴史的場面 も登場する。

『シャルルマーニュ(カ ール大帝)福 音書』(8世 紀)※1

緋色の地にオンシアルの金文字で献字が記されている。古代 とビザ ンチ ンの画風を忠実に受 け

つ ぎなが ら,福 音史家の落着いた権威が画面にみなぎっている。

『エボン福音書』(9世 紀)※2

有名なランス派の"さ ざなみ"が 福音史家の衣服をきわ立たせている。 こまかい筆使 いの背景

は印象派のそれを思わせる し,人 物の四肢 の伸びやかさはグレコにも似 る。

3.ロ マネスク期(10世 紀末～12世 紀末)

カロリング様式 はカール大帝の孫の時代 に最盛期を迎 え,カ ロリング朝の終末 と共に姿 を消す。

過度のビザ ンッ調で知 られるオッ トー朝の様式 を経てロマネスク期が開幕する。

装飾画はロマネスク期 に至って古代 とケル トに訣別する。装飾は幾何学的,図 式的 とな り,風

景や物語の一場面を描 き込んだ飾 り文字が多用 されるようになる。重要人物 は他 に比 して大 きく

描かれ,一 冊の写本の中に諸様式 の特色が混清されているの も見 られる。 ランス様式の"さ ざな

み",ウ ィンチ ェス ター派の背景,才 ッ トー様式の堅苦 しさ,ア キテーヌ独特の組合せ模様,パ

レスチナ風の衣裳をつけた人物が共存 している場合 もある。

ロマネス ク期 のもう一一つ注 目すべ き傾 向は装飾画 と壁画,建 築,彫 刻,金 工,ス テンドグラス

などの相互浸透である。但 し,ど ちらか らどちらへ と云 う問題にはよく分 っていない点が多い。

例 えば,北 フランスにはカンタベリー派やウィンチェスター派のようなイギリスの影響 と同時

にビザ ンツの流れを汲むやや神秘主義的傾向の強いゲルマン系のオットー朝様式が並存 している

し,他 方,南 フランスで支配的なのはスペ イン,イ タリアの様式で,ト ウルーズ派 は組合せ模様

に独特のシュロの葉 を用い,リ モージュ派 は七宝の装飾 と傾向 を等 しくする。

12世紀初頭以来,ロ マネスク技法の統一,形 式の確立への動 きが現れ,ふ っ くらと丸味を帯び

た量感,形 の正確 さ,均 整の取れた人物像,金 地の上の鮮やかな色彩がこの様式の特色 とされる

ようになる。

4.ゴ シック期(13世 紀～15世 紀中葉)

現代において我 々が,各 種の展示会や専 門古書店のカタログ等 を通 じて見る機会が多 く,場 合

によっては入手す ら可能な中世写本,細 密画のほとんどがこの時代 のものである。 ゴシック写本

の制作は国際的規模で行われてお り,各 系統,流 派の作風 も多岐にわたっている。 ゴシック期 と

総構 される時代 もい くつかに区分 して考察されるべ きもので,決 して一様ではない。西洋絵画の

発展 にとって決定的な意味をもつゴシック期の彩飾画が もつ重要性は他 の時代のそれ とは比較 に

ならない。

・:・1EvangeliairedeCharlemagne
,ms.nouv.acq.1203,B.N.Paris(31cmX21cm).

X2Evangilesd'Ebbon,ms.1,Bibl.municipale,Epernay{26cmX20.8cm).
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細密画にゴシック様式の萌芽が見 られるようになるのは大体1200年 前後の ことで,そ れは建築

や彫刻におけるこの様式の出現 よりもずっと遅れている。

ロマネスク期の表現力豊かな理想主義 を離れ,ゴ シックの作風は人間本来の感情表現 を生かし

てお り,画 面の上ではそれは柔 らかみを帯 びた曲線 によって表現 されている。ジ ョットなどの影

響により背景には格子模様や,碁 盤縞が多用 され,又 遠近効果 をもつ風景が従来の金地 に代 って

登場する。欄外の飾 り絵 も多種多様の絢燗 さを競い,唐 草,草 木,蔦,ぶ どうの枝葉(15世 紀初

より)が 紙面 を覆い,そ れ以外にも当時の生活の一端を示す小挿絵がいたるところに見 られるよ

うになる。

14世 紀に始 まる文字 と装飾画の分離による世俗絵師の活動がやがて14世 紀末には全西欧に及ぶ

国際ゴシック様式の分布 を可能にし,フ ラン ドルを中心 とする一派には写実主義への傾向を強め

る様式 も採用 される。これ等 は15世紀 に入 るとイタリア ・ルネサ ンスの影響の下に,や がては羊

皮紙 を去 り画布(板)の 上 に独立す る油絵 を準備す ることとなる。

世俗の豪華写本愛好家や後援者の層 も広が り,王 侯貴族のみならず富裕 な商人層 も競ってメッ

セナの役割 を果たしたがるようになる。それ と共に豪華本作成の中心地 もパ リ,ブ ールジュ,フ

ランドル と移転する。

百年戦争の最 中に登場する個人用の時祷書 は大流行 を極め,持 ち運 びのため小型化 した彩飾時

祷書が一人一冊 とも云 える程の数で拡 まっていったその一方では,同 一ない しは類似の作品を繰

り返 し流れ作業で大量生産す ることから生 じる装飾模様 の単純化,図 案化 も避けがた く,装 飾写

本の水準低下 を招いたことも認めざるを得ないのである。

5.ル ネサ ンス期(15世 紀後半)

15世紀のイタリアでは,メ ディチ家 をはじめとする富裕 な実力者たちの最大の関心事 は高価 な

豪華本の蒐集 と作成であった。

人文主義者達は彼等の憧れの古代 ローマの書体 を復活 させたつ もりでユマニス ト書体 を完成 し

たが,実 際にはそれが カロリング体の再発見 にす ぎなかった。(ユ マニス ト書体 の崩れた ものか

ら現在のイタリック体が生れる。)

装飾文字の分野で もやは りローマ風の古典様式が採 り上げられている。ヴェネチアを中心に古

代の建築や壁画に想 を得た大文字が開発 されたが,こ れなどは石 に彫 られた碑文字のように描か

れ,立 体的陰影 をつけて文字を浮かび上 らせている。地の文様にも当然 ローマ風のモチーフが選

ばれ,バ ラ模様,ア カンサス,月 桂樹,イ ルカなどが組み合わされる。同 じ頃,フ ィレンッェで

は地を飾る 「白いぶどう唐草」模様が多用 されている。

IX写 本から印刷本へ

中世末期の印刷術発明以前の時代 にすでに新 しい技術 を受け入れるための素地が充分 に出来て
レ イ ア ウ ト

いたので,前 述の写本工程 としての組版作業のように 写本か ら印刷本への移行は一般に

順調に行 なわれた。 しか も印刷本の登場 した1450年 頃か ら16世紀初頭 に至 るまでのかな りの期間,

両者の関係は競合 と云うよりもむしろ共存 と云 うべ きものであった。この時期 に印刷本 を親本 と

して筆写 された写本の数 はかなりの ものである。(例 えば,1472年 ボローニャで刊行 されたタキ

トゥスの 『ゲルマーニア』 を1502年 に筆写 した写本がチューリッヒに残っている。)

初期印刷本の中でも最 も名高いグーテ ンベルクの 『四十二行聖書』 の場合 も,文 字はゴシ ック

体を用い,大 文字や飾 り文字 は手書 きでつけ加えるようになっている。一見 したところでは写本

に見えるため,実 際,写 本 として分類 されていたもの もあった。(ち なみに百部程刷 られたうち

の三分の一ほどは羊皮紙 に印刷 されている。)
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イン クナ ブ ラ

1450～1500年 に印刷された本(普 通揺藍期本 と呼ぶ)の 総数は2千 万冊 にのぼ り,現 代 まで伝

わっているの も3万 点ほどあ り,そ のうちの1万 点余が著作である。全体 の77%を ラテ ン語本が

占め,イ タリア語本(7%),ド イツ語(5～6%),フ ランス語本(4～5%),フ ラマ ン語(1%)

となる。

宗教関係 の書物(聖 書 と時祷書がそのほとん どである)の 占める割合は全体の45%で,ほ ぼ半

分 とな り,古 代文学(例 『イソップ』)及 び中世文学(「 バ ラ物語』は15世 紀の うちに8版 を重ね

ている)で30%,残 りは法律書 と科学書が各 々10%を 占めている。

フランスで印刷 され,大 量 にイギリスに輸出 されていた時祷書 も見かけは写本 と全 く変るとこ

ろはなかった。既に流れ作業で大量生産の工程 を取 っていた書写時祷書 も価格の上で印刷時祷書

に取 って代わられる羽目となる。 この時代 に書物 を持 っている入は残 らず時祷書 を持っていたし,

1冊 しか本 を持っていない人が所有 している本は必ず時祷書であった。正に国民的(但 し字の読

める)書 籍であった。時祷書を所有することは富裕 な市民にとっての一つのステイタス ・シンボ

ルで もあったようである。

グーテンベルクの後継者達は写字生 と較べるといろいろな意味での特色をもっていた。彼等の
ユ マ ニ ス ト

多 くは印刷技術者,経 営者であると同時に 「人文科学者」であった。「錨 とイルカ」 の商標で有

名 なヴェネッィアのアル ドゥス ・マヌティウス(1452?～1515)は 自身学者であったが,40才 を

過 ぎてから印刷業に入 る。 自宅にギリシァ語研究のための 「アカデ ミア」 を創設,そ こに出入 り

する学者達の中にはエラスムス もいた。約20年 の間に28種 にのぼる古代作品の初版 を印刷,現 代

の文庫本のは しりとも云える小型本 を刊行 している。彼 の印刷所は1597年 まで三代続 き,全 部で

約1000点 の書物 を世 に送っている。

アンリ ・エテ ィエンヌを初代 とするエティエ ンヌ家は一族をあげて人文学者であ り,印 刷業者

である。 フランスで辞書編集の基礎 を最初 に築いたのが この一族である。(1538年 「羅仏辞書』,

1540年 『仏羅辞書』)ヘ ブライ語,ギ リシァ語,ラ テン語印刷物 の王室御用達であ りなが ら,彼

等 は自らの信 じるカルヴィニズムのゆえにジュネーヴへの亡命 を余儀な くされる。新教徒のロー

マ,ジ ュネーヴはそのお陰で印刷産業の国際的拠点 となる。

写本 を中世の遺物 として葬 り去ることになる新 しい力,印 刷業者は3つ の異なった面を備 えて

いる。即 ち,写 字生が技術者 としてしか持ち合 わせていなかった書籍刊行の能力以外 に,編 集者,
ユ マ ニ ス ト

出版元,著 者等の諸要素を含む綜合性,人 文主義者 を中心 とした新 しい学術研究の成果刊行 を担

当 した学術性,そ して自らの信仰する教義の伝播や布教 を目的 とした宗教性,で ある。

印刷術の普及が もたらした 「本」の世界での大変動 も,技 術面,経 済面での一大変化であった

と同時に,人 間の意識の改革 を必要とするイデオロギー革命 でもあったわけである。
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